




























この National Curriculum に基づいて，各学校が具体
的なカリキュラムを作成するシステムとなっている（藤
田 2006）．


















The feature of the information education curriculum and the textbook 
in the UK after implementation of Computing




















なテキスト「SWITCHED ON Computing」（RISING 




















ンダーソンの Cognitive process dimension（Anderson 
et al. 2001）に含まれる動詞を比較し，両者による動詞
には共通項が多くみられたことから，授業実践の分析
に，アンダーソンの Cognitive process dimension の活
用が可能であることを示唆している．ここで，アンダー







































される．本研究では，2008 年から 2013 年にかけて施行
された以前の National Curriculum（Department for 




教科 ICT に箇条書きで記載されている， KS １～ KS ４








































































































 分類の例を以下に２つ挙げる．「簡単なプログラムを創造し，修正すること．」であれば，まず“創造し”と“修正する”を抽出する．“創造し”は【分類項目】のうちの「創造する」に該当する．“修正する”は【分類基準の動詞】のうちの「調整する」に該当する．「調整する」は，【分類項目】のうちの「評価する」の【分類基準の動詞】である．よって「創造する」と「評価する」の両方に分類する．次に「論理的に推論し，簡単なプログラムがどう動くかを予測すること．」であれば，“推論し”と “予測する”を抽出する．２つの動詞はともに【分類基準の動詞】のうちの「推測する」に該当する．よってこの記述は，「理解する」に分類する．  3.3 結果 3.3.1カリキュラム 各分類項目に分類された記述の件数をカウントし，記述の総数に対する割合を求めた（図１）．例えば，「簡単なプログラムを創造し，修正すること．」という記述は，「創造する」「評価する」の2つの分類項目に分類される．このように，１つの記述に複数の動詞が含まれることで，異なる分類項目に同時に分類されるケースが多くみられた．したがって，求められたそれぞれの割合を合計すると100％を超える． 
 分類の結果，旧カリキュラムは，記述が多い項目から「評価する（41％）」，「応用する（39％）」，「分析する（28％）」，「創造する（24％）」，「その他（17％）」，「記憶する（９％）」，「理解する（９％）」となった． 新カリキュラムは，「応用する（52％）」，「理解する（48％）」，「創造する（36％）」，「分析する（24％）」，「評価する（24％）」，「その他（12％）」，「記憶する（8％）となった．  3.3.2 「その他」の記述  「その他」に分類された記述を整理したところ，「コミュニケーション」，「態度」，の２つにまとめられた（図２）．例えば，「E-mail を含む様々なツールを活用してどのように情報を共有，交換するか いうこと」といった記述は「コミュニケーション」に，「安全に，そして丁寧に技術を使うこと，またインターネットや他のオンライン上で内容や接触について不安があるときに助ける場所，支援する場所を確認しておく等の，個人の私的な情報を守ること」は「態度」とした．それぞれの件数が各記述の全件数に占める割合を求めたところ，「コミュニケーション」は旧カリキュラムで11％，新カリキュラムで４％であった．「態度」 旧カリキュラムで４％，新カリキュラムで８％であった． 
表２ 本研究で用いる分類項目 




























































3.1 の 情 報 教 育 新 カ リ キ ュ ラ ム の 記 述 と 同 様 に，













「SWITCHED ON Computing」（RISING STARS 
2014）を用いた．学年は , 日本の学年との整合性を考え























  ４．考察  4.1 カリキュラム 旧カリキュラムは「評価する」に関わる記述が最も多く，次いで「応用する」が多かった．新カリキュラムでは「応用する」に関わる記述が最も多く，次いで「理解する」が多かった．このことから英国の新カリキュラムは，以前よりも「理解する」が多くみられるようになり，また「応用する」は以前と変わらず多くみられるという特徴があるといえる．英国の新しいカリキュラムは，学習内容を理解し，学んだことを応用することを重要視するよう なったと考えられる．  4.2「その他」の記述 「コミュニケーション」，「態度」に関わる記述が新旧のカリキュラムでともにみられた．このことから，コミュニケーション能力や態度の育成が不可欠であることは，英国においては以前も現在も変わらず認識されていると考えられる．  




















































  ４．考察  4.1 カリキュラム 旧カリキュラムは「評価する」に関わる記述が最も多く，次いで「応用す 」が多かった．新カリキュラムでは「応用する」に関わる記述が最も多く，次いで「理解する」が多か ．このことから英国の新カリキュラムは，以前よりも「理解する」が多くみられるようになり，また「応用する は以前と変わらず多くみられるという特徴があるといえる．英国の新しいカリキュラムは，学習内容を理解し，学んだことを応用する を重要視するようになったと考えられる．  4.2「その他」の記述 「コミュニケーション」，「態度」に関わる記述が新旧のカリキュラムでともにみられた．このことから，コミュニケーション能力や態度の育成が不可欠であることは，英国においては以前も現在も変わらず認識されていると考えられる．  





































































































  5.3.2 日英の情報教育テキスト 図４に分類結果を示 ．その結果，日本のテキストは記述が多い項目から「記憶する（97％）」，「理解する（29％）」，「応用する（23％）」，「分析する（21％）」， 「その他（13％）」，「創造する（11％）」，「評価する（８％）」，
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